ビジネス基礎　確認テスト　第13回　
第５章２節　代金決済（P.140～148）
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［１］次の文が正しければ○を，誤っていれば×をつけなさい。
（１）日本銀行券は，すべての支払いに対して強制通用力をもつ。
（２）小切手や手形の不渡りを６か月以内に２回出すと，以後１年間，銀行との当座取引を停止される。
（３）一般線引小切手は，銀行か自行の取引先にしか支払われないので小切手の不正使用を防ぐことができる。
（４）クレジットカードで買い物をした代金は即座に利用者の預金口座から引き落とされる。
（５）為替手形の名あて人が支払いを承諾することを引き受けという。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［２］次の文の（　　）にあてはまる語句を答えなさい。
（１）支払人の当座預金の残高が不足し，銀行から小切手や手形代金の支払いを拒絶されることを（　　）という。
（２）手形の支払期日より前に，銀行に手形を持ち込み，支払期日までの金利や手数料などを差し引いた現金を受け取ることを（　　）という。
（３）商品代金などの支払いにあてるために，手形を他人に譲渡する手続きを（　　）という。
（４）受け取った手形の支払いを受けるために，取引銀行を通して支払人に手形を呈示し，手形代金の支払いを受けることを（　　）という。
（５）不渡手形の所持人が，自分に対する裏書人，またはそれ以前のすべての裏書人に対して手形金額の支払いを請求することを（　　）という。
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


［３］次の問いに，正しいものを解答群から選び記号で答えなさい。
（１）小切手や手形を利用することができる銀行預金は次のうちどれですか。
ア．普通預金　　　イ．当座預金　　　ウ．定期預金
（２）約束手形の呈示は，支払期日かその翌日から何日以内に行わなければならないですか。
ア．２日　　　イ．10日　　　ウ．30日
（３）支払人が，取引銀行に依頼して，支払金額を自分の預金口座から受取人の預金口座に移すことをなんといいますか。
ア．電子決済　　　イ．銀行振込　　　ウ．預金の振替（口座振替）
（４）補助貨幣（一般に硬貨という）の強制通用力は額面金額の何倍までですか。
ア．10倍　　　イ．20倍　　　ウ．30倍
（５）利用代金が即座に預金口座から引き落とされるのは次のうちどれですか。
ア．デビットカード　　　イ．クレジットカード　　　ウ．電子マネー
	（１）
	（２）
	（３）
	（４）
	（５）

	
	
	
	
	


１５（問中）








